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論文題目 成長期における運動経験が若年女性の超音波骨量指標に及ぼす影響 
 
概要（800 字程度） 
本論文では「成長期における運動経験が若年女性の超音波骨量指標に及ぼす影響」を検討した。 
 第Ⅰ章 本研究の背景および目的を記述した。骨粗鬆症予防における成長期から成人期をとおして運動
習慣を維持することの重要性を述べ、若年女性における運動習慣と骨量変化の関連についての問題点を挙
げ、本研究の目的について記述した。 
第Ⅱ章 骨粗鬆症に関する専門用語「骨量測定法」、「最大骨量」、「骨粗鬆症影響因子」、「骨代謝」、「骨
代謝マーカー」について解説し、併せて本研究の方法を述べた。 
第Ⅲ章 「若年女性の超音波骨量指標に及ぼす成長期における運動経験の影響」を横断的に検討した。
被験者は女子大学生 308 名(20.28±1.02 歳)とした。18 歳、19 歳では超音波骨量指標が有意に高く、経年
的に低値を示した(p<0.05)。成長期の運動経験により運動経験無群と有群に分け検討した結果、経験無群
は年齢間に有意差は認められなかった。経験有群では 18、19 歳の骨量が高く、年齢が上がるにつれ低値を
示し、経験無群と同程度を示した。骨代謝マーカー(DPD)は運動経験による差は無く、18、19 歳は DPD
が高値を示し、年齢が上がるにつれ低値を示した。 
第Ⅳ章 「若年女性の超音波骨量指標変化に及ぼす成長期における運動経験の影響」を縦断的に検討し
た。被験者は女子大学生 134 名(19.22±0.29 歳)とした。成長期における運動経験により 2 群に分け検討し
た結果、運動経験無群は骨量指標に変化なく、経験有群は有意に低下を示した。成長期における運動経験
群をさらに、大学入学後の運動習慣有無により分け、4 群で骨量指標変化を検討した。その結果、成長期
に運動経験があり、大学入学後に運動習慣を喪失した群は骨量が低下したことから、大学生における運動
習慣の有効性が認められた。 
第Ⅴ章 「若年女性における自重負荷トレーニングが超音波骨量変化に及ぼす影響」では介入検討をお
こなった。被験者は第Ⅳ章にて 3 年間骨量測定に参加した 69 名(21.20±0.30 歳)とした。運動群(n=26)に
は 6 ヶ月間、自重負荷トレーニングとして腹筋、背筋、スクワットを 10 回 1 セット、毎日 2 セットを負
荷した。トレーニング前後で対照群は骨量指標が有意に低下(p<0.001)を示したが、運動群は低下が認めら
れなかったことから、自重負荷レベルで骨量維持の可能性が示唆された。 
第Ⅵ章 総括を行い、今後の課題を記述した。大学入学後の運動習慣継続者に関する検討が必要である。
また、運動負荷期間を延長して検討する必要があることを述べた。 
 
